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該当項目 質問 回答

1 P.13
各階の工事工程については主に夜
間・又は土日工事とし運用状況を
勘案しながら計画する必要がある

作業日の工事終了時、養生は完全に残してその日の作
業終了で良いか。又は発注者側の職員が養生の取り外
し等の対応が必要か。

養生の取扱いについては、当該工事が施設利用中の工
事（居ながら工事）であり、施設利用者等の安全及び
施設利用に支障が生じないことが常に担保される必要
があることも踏まえて、施工者も含めて協議の上決定
します。なお、緊急時等を除き、発注者側にて養生の
取り外し等を行うことは原則としてありません。

2 P.1
経費にかかる留意点
3.その他の留意事項

工事が進行し、受注者の責によらないやむを得ない理
由で、業務量を増加する場合には機構と協議の上、両
社が妥当と判断する場合。これに双方合意にならない
業務が発生した場合、機構から進行した部分までの支
払いは実行されるのか。契約書案第17条の提案が受け
入れられない場合は第48条の調停となるのか。

双方合意に至らない業務に対する支払いは行うことが
できません。契約書の各条項において、契約書第48条
の記載は適用されます。

「2022年度JICA市ヶ谷ビル衛生・空調配管等更新工事（第二次工事）に係る監理業務（一般競争入札（最低価格落札方式））」
（公告日：2022年7月11日）について、入札説明書に関する質問と回答は以下のとおりです。

独立行政法人国際協力機構 緒方貞子平和開発研究所
分任契約担当役 副所長


